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研究要旨：我が国における成人先天性心疾患の診療実態調査と遠隔医療支援システムの確
立に向けた総合的研究 

A．研究目的 

 成人先天性心疾患患者数の増加に見合う専
門の医療従事者の育成と診療体制の構築が急
務である。同時に、遠隔医療支援システムに
よる症例情報の共有と討議、教育を行うこと
が必要である。これは専門外の医師が、的確
な診断と治療行うためにも有用な方法である。
遠隔医療支援システム構築の実現にむけて検
討を行った。 

 成人先天性心疾患は、 

 本研究では、1)  成人先天性心疾患の診療
実態調査と成人先天性心疾患に関する遠隔医
療支援システムの全国ネット構築に関する検
討を行った。 

B．研究方法 

１）遠隔医療支援システムの構築：画像転送
ネットワークを搭載した遠隔カンファレンス
システムを構築するため、成人先天性心疾患
を診療している基幹病院の間で（聖路加国際
病院、千葉県循環器病センター、千葉県こど
も病院。筑波大学、東京女子医科大学八千代
医療センター、長野県立こども病院）で、画
像転送ネットワークを構築した。すでにサー
バーが設置されている(F2F KizunaVision 
over Cloud)病院もある。施設によりSkypeの
利用で代用した。各病院間では、computerを
用いてアクセスすることにより、リアルタイ
ム画像を共有し、症例の討議をおこなった。
画像転送および遠隔会議を行い、円滑な討議
が可能かどうか、検討した。 

倫理面への配慮 

 画像転送ネットワークは、保存画像を共有
し、各病院の資料持ち出し許可を取り、患者
名、生年月日、ID番号は、消去した画像を共

有した。患者本院は同定されない方法をとっ
た。このため、患者にとって直接的な不利益
を被ることはない。 

C．研究結果 
１）成人先天性心疾患に関する遠隔医療支
援システムの構築： 2013 年 5月, 7 月, 11
月のライブデモをうけ、2014 年は定期的に
症例検討会を行った。画像を供覧しながら
のディスカッションは有効であることが確
認された。 
D,考察 
今後、国内での広範囲の遠隔医療が行える
ことが示唆された。 
Ｅ．結論 
 成人先天性心疾患の様に専門性が高く、
専門医の少ない分野では、遠隔医療支援シ
ステムは望ましい診療方法である。画像を
供覧しながらのディスカッションが可能で
あり、遠隔地からの症例の検討を十分に行
えることが確認できた。遠隔医療支援シス
テムを用いる場合の担当者の収益について
が今後の課題の一つと考えられた。 
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